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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶よ
ろ
こび
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
町
政
に
対

し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
で
猛

威
を
振
る
い
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し

た
。
日
本
国
内
に
お
い
て
も
、
１
月
に
初

め
て
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
は
、

次
第
に
感
染
が
広
が
り
４
月
に
は
全
国
に

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
事
態
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
は
不
要
不
急
の
外
出
の
自
粛
・
三
つ

の
密
の
回
避
な
ど
を
お
願
い
し
、
ま
た
、

消
費
の
抑
制
や
休
業
要
請
に
よ
っ
て
経
済

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
を
少
し
で
も
改
善
で
き
る
よ
う
、
国

が
実
施
す
る
緊
急
経
済
対
策
に
加
え
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
生
活
や
町
内
の
経
済
へ
の

影
響
を
軽
減
す
る
た
め
、
当
町
で
も
応
援

ク
ー
ポ
ン
の
配
布
や
緊
急
持
続
化
給
付
金

を
支
給
す
る
な
ど
、
町
独
自
の
経
済
対
策

を
実
施
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は

終
息
が
見
通
せ
な
い
中
、
ご
不
安
と
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、「
新
し
い
生
活

様
式
」を
意
識
し
て
行
動
し
て
い
た
だ
き
、

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
引
き
続
き
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
昨
年
よ
り
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
推
進
事
業
を
実
施
し
、
町
内
小
・
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
に
一
人
一
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
整
備
す
る
よ
う
進
め
て
お

り
ま
す
。
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
が
日
常
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育
み
、
子
供

た
ち
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
に
も
有
効

に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
働
き
方
・
暮
ら
し
方
が
大
き
く
変
わ

り
、
地
方
へ
の
移
住
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
注
目
を
集
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

れ
ら
の
環
境
を
整
備
し
、
移
住
・
定
住
事

業
を
重
点
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
町
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
有
田
川
の

恵
み
を
受
け
る
と
と
も
に
、
素
晴
ら
し
い

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。
本
年

も
、
こ
の
有
田
川
町
を
魅
力
あ
る
住
み
よ

い
ま
ち
と
す
る
た
め
に
、
ま
い
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

有
田
川
町
長
　
中
山 

正
隆

春迎
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令
和
三
年 

新
年
ご
あ
い
さ
つ

有
田
川
町
議
会
議
長
　
森
谷 

信
哉

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新
年

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
よ
ろ
こ

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
町

行
政
お
よ
び
議
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
頂
い
て
い
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
世

界
中
の
方
々
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
、
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
影

響
を
受
け
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
犠
牲

に
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る

と
と
も
に
、
療
養
中
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
現
在
、

医
療
現
場
で
奮
闘
さ
れ
て
い
る
医
療
従
事

者
の
皆
さ
ま
に
は
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

感
染
症
の
世
界
的
拡
大
は
、
交
通
機
関

が
発
達
し
海
外
と
の
交
流
が
盛
ん
な
現
代

に
お
い
て
、
感
染
症
の
流
行
を
抑
え
込
む

こ
と
の
困
難
さ
と
、
経
済
と
の
両
立
を
行

わ
な
け
れ
ば
住
民
の
生
活
や
生
命
が
守
れ

な
い
難
し
さ
と
い
う
、
二
点
の
問
題
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

社
会
と
し
て
感
染
症
に
対
応
し
て
い
く
た

め
、
新
た
な
生
活
様
式
へ
の
変
容
も
な
さ

れ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
一
刻
も

早
い
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

感
染
症
対
策
に
よ
り
国
は
多
額
の
財
政

出
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
財
政
は
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
地
方
自
治
体
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
、
わ
が
町
に
お

い
て
も
今
後
は
行
財
政
運
営
が
厳
し
く

な
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う

し
た
中
に
あ
り
ま
し
て
も
、
私
た
ち
議
会

は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
、
議
会
と

し
て
の
役
割
を
全
力
で
果
た
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
、
本
年
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
こ
の
一
年
が
皆
さ
ま

に
と
っ
て
明
る
く
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、
ま
た
、
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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令
（ 2 0 2 0 年 ）

和 2 年 秋の叙勲

楠木 一明さん（金屋）（写真右）

瑞
ずい

宝
ほう

単
たん

光
こう

章
しょう

楠木さんは昭和 52 年（1977 年）から約 41 年
間、消防団員として住民の生命と財産を守るため
にご尽力されました。特に平成 22 年（2010 年）4
月から平成 30 年（2018 年）3 月まで、町消防団
副団長として災害活動や消防団員の訓練指導なら
びに消防団組織の発展に尽力されたことが認めら
れ、受章されました。

山﨑 博司さん（下六川）（写真右）

瑞
ずい

宝
ほう

双
そう

光
こう

章
しょう

昭和 33 年（1958 年）から約 40 年間、金屋町職
員として町政発展に、退職後は金屋町収入役、金
屋町長に就任し、合併の推進にご尽力されました。
合併後は有田川町助役（副町長）に就任し、3 期・
12 年もの長きにわたり、数々の諸施策に取り組み、
地方自治の発展に尽力されたことが認められ、受
章されました。

吉備庁舎の大規模改修工事
仮設庁舎への移転予定・エレベーター使用不可期間のお知らせ

庁舎棟

（工事中）

（工事中）

議会棟 車庫棟 （工事中）

駐車場

仮設庁舎

現在施工中の吉備庁舎大規模改修工事について、1・2 階の工事が完了しています。
3・4 階の工事に伴う仮設庁舎への事務所移転の予定は下記のとおりです。当初から一部日程を変

更していますのでご注意ください。また、庁舎棟エレベーターも下記の期間、使用できなくなります。
ご不便、ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

※工事の状況によって変更する場合があります。

移転予定
・現在移転中～ 1 月 15 日（金）
　…総務課、財務課、企画調整課
・1 月 18 日（月）～ 2 月 12 日（金）
　…議会事務局、検査員、少年センター、
　　更生保護サポートセンター有田

庁舎棟エレベーター使用不可の期間
1 月 18 日（月）～ 3 月 19 日（金）

44広報ありだがわ　2021.1



第18回 紀の国チャレンジド賞
チャレンジ賞

加登 淳子さん（下津野）（写真右）

12 月 4 日（金）和歌山県庁で第 18 回「紀の国チャ
レンジド賞」授与式が執り行われました。

加登淳子さんは障害を前向きにとらえ、意欲的
に活動や挑戦を行っていることに対して、チャレ
ンジ賞を受賞されました。

和歌山県農林水産業賞
坂上 秀信さん（吉原）（写真右）

坂上さんは林業用苗木生産において、機械化に
よる経営の合理化、生産技術の向上に取り組み、
苗木の高品質生産と安定供給により森林造成に大
きく貢献した功績は大きいとして、林業部門で受
賞されました。

交通事故をなくする
県民運動推進協議会会長表彰

交通安全功労者表彰 受賞
岡本 和明さん（西ケ峯）

平成 22 年（2010 年）から有田川町の交通指導員に就任され、
現在に至るまで交通安全の推進に努められたことに対し、交通事
故をなくする県民運動推進協議会会長から表彰を受けました。

和歌山県交通指導員会連絡協議会
和歌山県知事感謝状 授与

里 義和さん（吉原）

11 月 26 日（木）、和歌山ビッグ愛で和歌山県交通指導員会連絡
協議会結成 50 周年記念大会が開催されました。この大会の中で、
里さんが昭和 58 年（1983 年）から長きにわたり交通指導員として、
街頭などにおける交通指導など交通安全運動の推進に努めてこら
れたことに対し、和歌山県知事から感謝状が贈られました。
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八幡中学校 吉備中学校

「税についての作文」「税の標語」表彰

令和 2 年（2020 年）は有田川町内の各中学校で作文・標語合わせて 13 人が受賞しました。おめでとうご
ざいます。

「税についての作文」受賞者一覧（敬称略）

賞の内容 中学校
・学年 氏名 作文題名

和歌山県納税貯蓄組合総連合会会長賞 石垣１年 畑中 望来 明るい未来を目指して
和歌山県納税貯蓄組合総連合会会長賞 吉備２年 田村 海菜 大切な税金
有田川町長賞 吉備２年 栗栖 奈々 税金の大切さ
有田川町長賞 金屋１年 折楠 琳音 税金を払う大切さ
有田川町長賞 石垣３年 髙垣 七海 「税」が未来を変える
有田川町長賞 八幡１年 生田 海人 税金とは
湯浅税務署長賞 吉備２年 椋木 葵 税金は必要なもの？

有田みかんを子どもたちへ　みかんを寄贈賜りました
食育運動の推進に伴う「地産地消」活動の一環

として、農業士会・4H クラブから丹精込めて作り
上げた温州みかんを寄贈賜りました。将来の有田
川町を担う子どもたちが農業への関心を持ち、全
国ブランドを誇る「有田みかん」に対する理解を
深めていただくことを目的として毎年実施されて
います。今年は 11 月 19 日（木）に「温州みかん
贈呈式」が行われました。

これらのみかんは町内の保育所、小・中学校の
児童・生徒に給食などで提供されました。
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金屋中学校

中学生の

「税の標語」受賞者一覧（敬称略）

賞の内容 中学校
・学年 氏名 標語

有田川町長賞 吉備１年 松村 栞奈 税金で　笑顔あふれる　町づくり

有田川町長賞 金屋３年 畑屋 来依 僕たちの　未来を創る　希望の税

有田川町長賞 八幡２年 笹内 実来 税金で　みんなの未来　にじいろに

湯浅税務署長賞 石垣２年 畑 佐京 切り開く　豊かな有田　税金で

有田地方
租税教育推進協議会会長賞 吉備１年 山本 優志 この税は

みんながためた　希望の輪　
公益社団法人
湯浅納税協会会長賞 八幡２年 北垣内 太一 税金は　未来を創る　キーワード

石垣中学校

祝 100 歳　おめでとうございます

［　お名前のみのご紹介　］

山田 冨子さん（吉原）

川瀨 ヲワイさん（天満）

山中 惠美子さん（中）
（写真前列）
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11 月 29 日（日）、地域交流センター（ALEC）
で小中学生を対象としたアテレコ体験講座を開
催しました。

講師は声優や舞台などで幅広く活躍されてい
る伊舞なおみさん。初めての経験に子どもた
ちは緊張している様子でしたが、講座が進むに
つれ笑顔があふれ、グループに分かれて実際に
アテレコに挑戦するなど、照れながらも一生懸
命取り組む姿が見られました。講座後半では伊
舞さんが所属するグループ「スパイスアーサー
702」の「空飛ぶ紙芝居」を披露いただき、会
場は笑顔であふれました。

子どもたちからは「マイクがあって緊張した
けど、すごく楽しかった」「紙芝居のストーリー
が面白かった」などの感想が聞かれました。

進化する制作現場！　アニメーション制作体験講座

11 月 8 日（日）、講師に大阪エンタテインメントデザイン専門学校の小山賢一先生をお招きし、地域交流
センター（ALEC）でアニメ制作体験講座を開催しました。

参加者は実際に絵を描き、アプリを使用したアニメーション動画の制作を体験。小山先生は「アプリで手
軽にアニメーションが作れる時代です。子どもさんも交え、おうちでもぜひ気軽に活用してほしい」と話さ
れました。講座ではこの他にも、最近の現場で活用されている技術について紹介があり、参加者からは「最
近のアニメ制作がこんなに進化しているなんて驚き。アニメの見方が変わっておもしろい」といった声があ
がりました。

夢は声優！
アテレコ体験講座を開催

48広報ありだがわ　2021.1



高齢者の暮らしを応援！
地域包括支援センターだより 問金屋庁舎　 ☎ 32-5102（直通）

清水行政局 ☎ 25-1269（直通）

有田川町地域包括支援センターでは、介護予防などの相談に応じています。

【ゆりかごのポーズ】

始めよう！「若返り貯金」

①息を吸って、吐きながら両膝を引き寄せます。
　膝は胸に近づけていきましょう。
　両手で膝を抱えるのが難しい場合は、タオルで代用を。
②前後、左右に優しく揺らします。

●効果／便秘改善、自律神経の調整

延坂いきいき百歳体操
平成 29 年（2017 年）から始めたこのグループは、年間を

通して西薗区民館の外庭で体操をしています。CD を聞きな
がら体を動かし、体操前後のおしゃべりも含めて週 1 回楽
しく集まっています。

仕事をしている現役世代の参加者もいるので、農繁期な
どは休みながら、暑い日も寒い日も外で元気に体操を続け
ています。

いきいき百歳体操ニュース！　～年の初め　一緒に体操始めませんか～

毎月 1 ポーズ紹介します。ぜひチャレンジしてください！

東大谷いきいき百歳体操
こちらも平成 29 年（2017 年）から始めたグループで、少

人数ですが週 1 回参加者が集まること
を楽しみに続けています。参加者の中
には道幅の狭い坂道を片道 10 分くらい
かけて 3 人で誘い合いながら歩いて来
られる方もおり、行き道もまた楽しい
時間だそうです。

＼連れもて行こら～／

※いずれも感染対策を行いながら運動を継続しています。
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経
が
優
位
に
働
く
と
、
自
律
神
経
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
蓄
積
す
る
方
向
に
傾
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
要
因
と
と
も
に
、
お
正
月

前
後
は
気
温
も
低
く
家
の
中
で
過
ご
す
こ

と
が
多
く
な
り
が
ち
に
な
る
た
め
、
食
事

以
外
に
お
菓
子
な
ど
の
間
食
を
し
て
し
ま

う
こ
と
が
多
く
、
余
計
に
太
り
や
す
い
時

期
と
も
い
え
る
の
で
す
。

「
正
月
太
り
」を
防
ぐ
工
夫
と
は
？

食
べ
る
量
を
制
限
す
る
の
が
理
想
で
す

が
、
こ
れ
は
続
け
る
の
が
難
し
く
、
心
身

と
も
に
ス
ト
レ
ス
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
食
べ
る
順
番
を
工
夫
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
だ
け
で
も
急
激
な
体
重
増
加

を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

 

食
べ
る
順
番
・
食
べ
る
も
の

①
野
菜
や
き
の
こ
、
海
藻
類
な
ど
の
食
物

繊
維
の
多
い
も
の
か
ら
食
べ
、
炭
水
化

物
は
最
後
に
食
べ
る
。
急
激
な
血
糖
値

の
上
昇
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を

防
ぐ
こ
と
で
、
脂
肪
と
し
て
体
に
蓄
積

年
末
年
始
に
な
る
と
、
普
段
と
違
う
生

活
の
流
れ
に
な
り
、
ど
う
し
て
も
お
い
し

い
も
の
を
食
べ
た
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
量

が
増
え
た
り
し
ま
す
よ
ね
。
こ
こ
で
気
に

な
る
の
が
「
正
月
太
り
」
で
す
。

正
月
太
り
の
原
因
は
、
食
べ
す
ぎ
や
運

動
不
足
か
ら
く
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、そ
れ
だ
け
が
原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
律
神
経
の
面
か
ら
み
て
も
、
年
末
年

始
は
太
り
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
時
期
、
仕
事
が
休
み
に
な
る
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
仕
事
が
休
み
に
な
る
と
、

必
然
と
体
も
「
お
休
み
モ
ー
ド
」
に
な
り

ま
す
。

こ
れ
を
自
律
神
経
の
働
き
に
合
わ
せ
て

説
明
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自

律
神
経
は「
交
感
神
経
」と「
副
交
感
神
経
」

の
2
つ
の
神
経
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
仕
事
を
し
て
い
る
と
き
は
活
動
的
な

神
経
で
あ
る
交
感
神
経
が
優
位
に
働
き
、

逆
に
休
み
の
時
は
休
息
的
な
神
経
で
あ
る

副
交
感
神
経
が
優
位
に
働
き
ま
す
。
交
感

神
経
が
優
位
に
働
く
と
き
に
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
消
費
し
ま
す
。
一
方
、
副
交
感
神

さ
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。

②
ス
ー
プ
な
ど
の
温
か
い
も
の
を
1
品
つ

け
る
。
内
臓
の
冷
え
を
予
防
し
、
血
流

が
よ
く
な
り
ま
す
。

③
魚
や
卵
、
肉
類
な
ど
の
タ
ン
パ
ク
質
を

と
る
こ
と
を
意
識
す
る
。
タ
ン
パ
ク
質

は
筋
肉
や
血
液
を
作
る
大
事
な
要
素
に

な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
食
べ
る
順
番
を
工
夫
し
て

も
、
食
べ
る
量
が
多
す
ぎ
る
と
正
月
太
り

を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
食
べ
る
こ

と
を
楽
し
み
な
が
ら
、
一
工
夫
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、食
べ
る
順
番
の
工
夫
以
外
に
も
、

ス
ト
レ
ッ
チ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
体

を
温
め
る
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す

る
機
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

開設日時など（場所は「にこにこひろば」以外、子育て支援センター）

子育て悩み事相談 月曜日（要予約） 8:30 ～ 17:15

子育て相談・ほっとルーム 
＆お庭開放 火曜日～木曜日 9:00 ～ 11:00 

13:30 ～ 16:30

あそびのひろば 金曜日（8 日、15 日、22 日、29 日）
※予約制。詳細は予定表でご確認ください。

10:00 ～ 11:00
14:00 ～ 15:00

にこにこひろば
（1 歳半～）

27 日（水）10:00 ～ 11:00（予約制）
※場所は金屋文化保健センター。詳細は予定表でご確認ください。

「トランポリン & すべり台と
ままごとで遊ぼう」

18 日（月）9:00 ～ 11:45、13:30 ～ 15:15（予約制）
※各回 3 ～ 4 組 10 人まで　※ 45 分入れ替え制
※詳細は予定表でご確認ください。

子育て支援センター　☎ 090-7966-1697・52-5474（ファクス兼用）

　状況により予定を変更することがあります。お気軽にお問い合
わせください。実施状況や毎月の予定表などは町ホームページでも
お知らせしています。

ベビーマッサージ＆ママ・ヨーガ
●日時／ 2 月 5 日（金）10:00 ～ 11:00
●場所／子育て支援センター
●対象／親子（2 カ月から 1 歳程度の子ども）
●定員／ 10 組　　●参加費／無料
●申し込み／ 1 月 21 日（木）から受け付けます。

健康みちしるべ

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

食
べ
る
順
番
を
工
夫
し
て

〝
正
月
太
り
〟
を
防
ご
う
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集団健診 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

1 月 13 日（水）
8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター

特定・胃・大腸・胸部・乳房
1 月 31 日（日）

8:00 ～ 9:00　きびドーム
特定・胃・大腸・胸部・乳房

2 月 14 日（日）
8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター

特定・胃・大腸・胸部・乳房・子宮

健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

1 月 6 日（水）、2 月 3 日（水）
■場所／金屋文化保健センター

健診結果説明会 健康推進課（金屋庁舎）

2 月 20 日（土）13:30 ～　金屋文化保健センター
　■内容／健康体操指導者　新田佐津紀氏による

運動の体験
「体の不調改善体操 ～家でもできる簡単運動～」

　※申し込みが必要です。健康推進課までご連絡ください。

おとな こども
健康 応援 スケジュール

子どもの健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

1 月 4 日（月）清水保健センター
1 月 7 日（木）金屋文化保健センター
1 月 14 日（木）金屋文化保健センター
1 月 21 日（木）金屋文化保健センター
2 月 1 日（月）清水保健センター
2 月 4 日（木）金屋文化保健センター

乳幼児健診 健康推進課（金屋庁舎）

4 カ月児健診［令和 2 年（2020 年）9 月生まれ］
　1 月 26 日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診［令和 2 年（2020 年）2 月生まれ］
　1 月 5 日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6 カ月児健診［令和元年（2019 年）5 月生まれ］
　1 月 20 日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診［平成 30 年（2018 年）10 月生まれ］
　1 月 27 日（水）12:45 ～ 13:00
3 歳 6 カ月児健診［平成 29 年（2017 年）6 月生まれ］
　1 月 13 日（水）12:45 ～ 13:00
■場所／金屋文化保健センター

実施時間
9:00～
11:00

　あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（令和 2 年（2020 年）11 月）

加入者数 7,643 人

支払額 3 億 230 万円

1 人当たりの医療費
3 万 9,555 円

（前年同月 3 万 7,891 円）

令和元年度（2019 年度）
1 人当たりの医療費

3 万 8,587 円／月

46 万 3,045 円／年

　医療費が増えると、自己負担額や国保税の増
加につながります。私たちのちょっとした心が
けで、その増加を止めることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかり方を見直しましょう

（重複・頻回受診などは、なるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう

（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

感染予防に努めましょう
新型コロナウイルス感染症を含む、感染症予防のために
◦手洗い・うがいを励行しましょう
◦マスクを着用しましょう
◦「3 密（密閉・密集・密接）」を避けましょう

集団健診は
事前に申し込みが必要です！
申し込みは健康推進課（金屋庁舎）
または清水行政局住民福祉室まで。

実施時間
9:00～
11:00
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●
カ
ー
ブ
／
雪
道
は
タ
イ
ヤ
と
路
面
の
摩

擦
力
が
少
な
く
な
り
、
カ
ー
ブ
の
外
に

飛
び
出
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
カ
ー
ブ

に
入
る
前
に
十
分
減
速
す
る「
ス
ロ
ー
・

イ
ン
」
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
橋
の
上
／
吹
き
さ
ら
し
の
路
面
は
、
凍

結
し
て
い
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

「
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
」
を
心
掛
け
、
一

定
の
ス
ピ
ー
ド
で
通
過
し
ま
し
ょ
う
。

●
ト
ン
ネ
ル
の
出
入
り
口
／
風
が
通
り
抜
け

る
こ
と
で
溶
け
だ
し
た
雪
が
凍
結
し
や
す

く
な
っ
て
お
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

●
日
陰
／
氷
が
い
つ
ま
で
も
溶
け
ず
に

残
っ
て
い
る
こ
と
が
多
々
あ
る
の
で
、

細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

文
化
財
防
火
デ
ー

昭
和
24
年
（
１
９
４
９
年
）
1
月
26
日

に
奈
良
県
の
法
隆
寺
金
堂
か
ら
出
火
し
、

国
宝
の
十
二
面
壁
画
の
大
半
が
焼
損
し
た

こ
と
か
ら
、
国
民
の
文
化
財
を
守
る
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
、
毎
年
1
月
26
日
を

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
、
全
国
的
に

文
化
財
防
火
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
昨
年
に
は
沖
縄
県
の
首
里
城
の
火
災

に
よ
り
、
多
く
の
文
化
財
が
焼
失
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
文
化
財
は
、
歴
史
・
文
化

を
正
し
く
理
解
す
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
国
民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で

す
。
文
化
財
の
周
辺
で
の
た
き
火
と
喫
煙

は
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
地
域
の
歴
史

と
財
産
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

火
災
予
防
啓
発
の
一
環
と
し
て
、
全
国

統
一
防
火
標
語
の
募
集
に
合
わ
せ
て
防
火

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

管
内
の
小
学
校
か
ら
作
品
を
応
募
い
た
だ

き
、
次
の
作
品
が
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
を

火
災　
…　
5
件

救
急　
…　
１
０
８
６
件

救
助　
…　
8
件

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）

１
月
～
11
月
の
出
動
件
数

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、気
温
が
下
が
り
、

路
面
な
ど
が
凍
結
し
や
す
い
気
象
環
境
に

な
り
ま
す
。
路
面
凍
結
な
ど
に
よ
る
交
通

事
故
や
歩
行
中
の
転
倒
事
故
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
降
雪
時
の
路
面
は
、
降

雪
量
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
刻
々
と
変

化
し
ま
す
。

雪
道
で
運
転
す
る
際
に
は
、
車
の
運
転

方
法
だ
け
で
は
な
く
、
滑
り
や
す
い
ポ
イ

ン
ト
を
事
前
に
知
っ
て
お
く
こ
と
も
重
要

で
す
。

●
交
差
点
／
タ
イ
ヤ
で
磨
か
れ
て
つ
る
つ

る
に
な
っ
た
路
面
を
ミ
ラ
ー
バ
ー
ン
と

い
い
ま
す
。
交
差
点
付
近
は
発
進
と
停

止
が
繰
り
返
さ
れ
、
ミ
ラ
ー
バ
ー
ン
に

な
り
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
坂
道
／
下
り
坂
は
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
い

の
で
、「
ゆ
っ
く
り
ブ
レ
ー
キ
」「
ス
ピ
ー

ド
は
控
え
め
」
を
心
掛
け
、
上
り
坂
で
は

「
ゆ
っ
く
り
加
速
」
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

積
雪
、凍
結
時
の
事
故
防
止

病
院
紹
介（
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
）☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

消
防
だ
よ
り

受
賞
し
ま
し
た
。
火
災
予
防
の
啓
発
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
最
優
秀
賞

小
川
小
学
校
５
年　

河
野 

志
音
さ
ん

（
＝
左
上
）

●
優
秀
賞

石
垣
小
学
校
５
年　

二
澤 

蒼
太
さ
ん

（
＝
右
下
）

藤
並
小
学
校
４
年　

坂
本 

幸
也
さ
ん

（
＝
左
下
）
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・
ワ
イ
ヤ
ー
や
ロ
ー
プ

・
硬
い
工
具

・
漁
網

・
モ
ー
タ
ー

・
パ
レ
ッ
ト

・
石
こ
う
ボ
ー
ド

・
浴
槽

・
断
熱
材
　
―
―
な
ど

乾
燥
機
）

・
農
業
用
資
材
（
マ
ル
チ
シ
ー
ト
や
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
資
材
、
肥
料
袋
、
農

薬
の
び
ん
や
袋
、
薬
散
ホ
ー
ス
、
防
風

ネ
ッ
ト
、
田
の
波
板
な
ど
）

・
草
刈
機
の
刃

・
産
業
廃
棄
物
と
認
定
さ
れ
て
い
る
も
の

・
廃
油

・
れ
ん
が
、
石
、
土
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な

ど
・
鉄
骨
の
切
れ
端

・
金
庫

・
自
動
車
、
バ
イ
ク
の
本
体
と
部
品

・
バ
ッ
テ
リ
ー

・
エ
ン
ジ
ン

・
タ
イ
ヤ

・
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
品
（
塩
ビ
管
、
雨
ど

い
な
ど
）

・
消
火
器

・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ

※
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
出
せ
ま
す

が
、
中
身
を
完
全
に
抜
い
て
く
だ
さ

い
。

家庭から出る燃えるごみの収集量
令和 2 年（2020 年）10 月／約 290 トン

先月から約 1 トンの減少

有田川町の家庭から出る燃えるごみや
燃えないごみは環境センターで処理され
ており、その運営費の一部を分担金とし
て支払っています。分担金はごみの重量
などに基づいて計算されます。

生ごみの水切りやコンポスト容器の利
用など、ごみ減量によって環境にも町財
政にもエコな暮らしを目指しましょう。

環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
環
境
衛
生
課（
吉
備
庁
舎
）

清
水
行
政
局　
建
設
環
境
室

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

使
用
済
み
の
乾
電
池
は
各
区
内
の
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
乾

電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
で
回
収
し
て
い
ま

す
。し
か
し
、乾
電
池
以
外
の
も
の（
電
球
・

ラ
イ
タ
ー
・
か
み
そ
り
・
空
き
瓶
・
ボ
タ

ン
電
池
な
ど
）
が
た
く
さ
ん
混
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
は
乾

電
池
以
外
の
も
の
を
い
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。ま

た
、
乾
電
池
を
袋
に
入
れ
た
ま
ま
乾

電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
な
い
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

 「
乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
」

乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
ボ
タ
ン
電
池

や
小
型
充
電
式
電
池
を
入
れ
る
の
も
禁
止

で
す
。

こ
れ
ら
の
電
池
は
購
入
し
た
お
店
に
持

ち
込
ん
で
い
た
だ
く
か
、
購
入
し
た
お
店

が
分
か
ら
な
い
場
合

は
回
収
協
力
店
（
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）
に
持
ち
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

環
境
セ
ン
タ
ー
で

処
理
で
き
な
い
も
の

環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
よ
う
な
も
の

は
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
町
が

収
集
す
る
ご
み
と
し
て
出
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
個
人
が
直
接
環
境
セ
ン
タ
ー
に

持
ち
込
ん
で
も
引
き
取
り
が
で
き
な
い
の

で
、
こ
れ
ら
の
物
は
専
門
業
者
か
中
間
処

理
業
者
に
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
該
当
品（
テ
レ
ビ
・

冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
・
洗
濯
機
・
衣
類 町ホームページ
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さわやかな秋晴れの下、吉備中学校では「Special time ～特別な仲間と～」というスローガンを掲げ、ス
ポーツフェスティバル「吉備祭」を開催しました。実施した種目は「ラジオ体操」「全員リレー」「長縄跳び」

「学級対抗リレー」「台風の目（3 年生のみ）」。クラスで団結して、最後まで一生懸命に競技・応援し、今ま
での練習の成果を存分に発揮できました。

問こども教育課（金屋庁舎）
学校行事

ラジオ体操

ラジオ体操学級対抗リレー台風の目（3 年生）

長縄跳び長縄跳び
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年始は 1 月 5 日（火）から開館します。
1 月 12 日（火）・14 日（木）は全館臨時休館いたします。
図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみ

ず図書室に設置）をご利用ください。

新着図書案内
■一般書
ひとり旅日和　縁結び！　……… 秋川滝美／著
新宿特別区警察署　Ｌの捜査官　……吉川英梨／著
悪魔を殺した男　…………………… 神永学／著
沙漠と青のアルゴリズム　………… 森晶麿／著
チンギス記（9）　… ……………… 北方謙三／著
るん（笑）　… ……………………… 酉島 伝法／著
美麗島プリズム紀行　…………… 乃南 アサ／著
お龍のいない夜　……………… 風野 真知雄／著
十の輪をくぐる　………………… 辻堂ゆめ／著
今夜　…………………………… 小野寺史宜／著
2020 年の恋人たち　……………… 島本理生／著
傍聴者　……………………………… 折原一／著
書く、読む、生きる　…………… 古井 由吉／著
サンクチュアリ　………………… 岩城けい／著
孤島の来訪者　…………………… 方丈貴恵／著

■児童書
くらやみきんしの国　
… エミリー・ハワース＝ブース／作　おおつかのりこ／絵
どうして なくの？
…… フラン・ピンタデーラ／作　アナ・センデル／絵
まちのおばけずかん マンホールマン
………………… 斉藤洋／作　宮本えつよし／絵
防災室の日曜日　カラスてんぐととうめい人間
………………… 村上しいこ／作　田中六大／絵
星空としょかんへようこそ
………………… 小手鞠 るい／作　近藤未奈／絵
しゅくだいなかなおり　…… 福田岩緒／作・絵
十二支のお雑煮　……………… 川端 誠／作・絵

ちいさな駅美術館～ Ponte del Sogno ～
有田川町絵本コンクール 2018　優秀賞受賞作品

どうぶつダジャレ―ス原画展
1/5（火）～ 2/17（水）

時間／ 10:00 ～ 17:00
※月曜日休館（祝日の場合は翌日休館）

1 月の移動図書館
1 月 13 日（水）	 安諦小学校	 12:40 ～ 13:00
1 月 14 日（木）	 鳥屋城小学校	 12:35 ～ 12:55
1 月 15 日（金）	 石垣小学校	 12:30 ～ 13:00
1 月 15 日（金）	 西ケ峯小学校	 15:25 ～ 15:45
1 月 22 日（金）	 八幡小学校	 13:00 ～ 13:45

お知らせ
■新カード無料交付期間を延長します

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴
い、無料交付期間を令和 3 年（2021 年）3 月
31 日まで延長します。
※令和 3 年（2021 年）4 月 1 日以降は再発行手数料
（300 円）が必要

1 月のイベント
■おひざでだっこのおはなし会　※要申込

日時／ 1 月 19 日（火）10:00 ～ 11:00
場所／金屋図書館
対象／ 4 カ月～ 2 歳児
定員／ 7 組

【お問い合わせ電話番号】
金屋図書館
地域交流センター（ALEC）
ちいさな駅美術館
しみず図書室

☎ 32-5789
☎ 52-4730
☎ 52-2580
☎ 25-1788
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
平
素
は
「
人
権
機
関
有
田
川
」
の

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
た
一
年
だ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
生
活
様
式
の
変
更
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
あ
り
き
の
生
活
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

今
年
度
は
「
人
権
機
関
有
田
川
」
の
啓

発
活
動
も
思
う
よ
う
に
で
き
て
お
り
ま
せ

ん
。
い
つ
も
大
勢
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
「
人
権
映
画
会
」
や
「
人

権
講
演
会
」
を
一
度
も
開
催
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
中
、
人
権
啓
発
標
語

の
募
集
に
は
例
年
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い

１
０
６
４
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
夏
休
み
が
例
年
よ
り
短
い
中
、
小
中

学
生
の
皆
さ
ま
も
多
数
ご
応
募
い
た
だ
き

ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
わ
れ
わ
れ
「
人
権
機
関
有
田
川
」
の

理
事
14
人
で
一
生
懸
命
に
選
考
を
い
た
し

ま
し
た
。
い
ず
れ
の
作
品
も
素
晴
ら
し

く
、
選
考
で
は
大
変
悩
み
ま
し
た
。
来
年

度
も
多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

来
年
度
は
感
染
対
策
に
気
を
つ
け
な
が

ら
人
権
映
画
会
や
人
権
講
演
会
を
開
催
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。毎
回
、

ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト

の
記
入
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

「
大
変
良
か
っ
た
」「
次
回
も
参
加
し
た

い
」
と
い
う
お
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き

ま
す
。ま
だ
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
方
も
、

ぜ
ひ
一
度
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

さ
て
、「
コ
ロ
ナ
差
別
」
と
い
う
新
し

い
人
権
問
題
が
あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
人
や
そ
の
家
族
・

学
校
・
会
社
な
ど
が
偏
見
の
目
で
見
ら
れ
、

誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
わ
れ
わ
れ
が

闘
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
相
手
は
、
感
染

し
た
人
や
そ
の
家
族
で
は
な
く
、
ウ
イ
ル

ス
な
の
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

怖
い
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
矛
先
を
感
染
し

た
人
や
そ
の
家
族
に
向
け
る
の
は
間
違
っ

て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
を
正
し

く
知
り
、
正
し
い
対
策
を
し
、
正
し
く
恐

れ
る
。

み
な
さ
ん
、
今
一
度
「
思
い
や
り
」
の

心
を
持
っ
て
、「
コ
ロ
ナ
差
別
」
と
い
う

問
題
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

人
権
機
関
有
田
川　

会
長　

宮
尾
純

人
権
啓
発
標
語
の
優
秀
作
品

町
民
の
皆
さ
ま
一
人
一
人
に
、
人
権
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
願

い
か
ら
、
人
権
機
関
有
田
川
・
有
田
川
町
・

有
田
川
町
教
育
委
員
会
で
は
、
人
権
啓
発

標
語
の
募
集
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
「
思
い
や
り
」
を
テ
ー
マ
に

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
1
0
6
4
作
品
が

集
ま
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

優
秀
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
小
学
生
の
部

最
優
秀
賞

コ
ロ
ナ
で
も 

心
は
密
に 

寄
り
添
え
る

安
諦
小
学
校
6
年　

近
藤
陽
人
さ
ん

優
秀
賞

「
そ
れ
は
ダ
メ
！
」

　

そ
の
言
葉
に
も 

思
い
や
り

藤
並
小
学
校
4
年　

硲
本
華
瑠
さ
ん

●
中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

さ
し
の
べ
よ
う

　

思
い
や
り
の
手 
さ
り
げ
な
く

吉
備
中
学
校
２
年　

坂
野
颯
星
さ
ん

人
権
だ
よ
り
181

「
コ
ロ
ナ
差
別
」
を
考
え
る

■
人
権
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

電
話　
　
　

2
2

‐

４
5
1
3

フ
ァ
ク
ス　

３
２

‐

４
８
２
７

優
秀
賞

思
い
や
り 

で
き
る
よ
き
っ
と 

誰
に
で
も

吉
備
中
学
校 

２
年 

嶋
崇
乃
さ
ん

と
き
に
は 

そ
っ
と
し
て
お
く 

思
い
や
り

吉
備
中
学
校
１
年　

山
下
愛
奈
さ
ん

●
一
般
の
部

最
優
秀
賞

思
い
や
り 

溢あ
ふ

れ
る
街
に 

未
来
あ
り

竹
中
榮
さ
ん
（
小
川
）

優
秀
賞

さ
り
げ
な
い 

君
の
優
し
さ 

見
つ
け
た
よ

花
田
和
香
奈
さ
ん
（
井
口
）

お
知
ら
せ

 

人
権
特
設
相
談
所

1
月
21
日
（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

●
時
間
／
13
時
か
ら
16
時
ま
で

 

電
話
に
よ
る
人
権
相
談
窓
口

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
／
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
の
電
話
に
よ
る
相
談

　

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０
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まちのデータ
（令和 2年（2020 年）11 月末日現在）

人口 2万 6,117 人
男 1万 2,362 人
女 1万 3,755 人

1 万 638 世帯

交通事故発生件数
（11月中、物損含む）

有田川町 46 件
死者 0人　負傷 2人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎
  52－2111金 屋 庁 舎

清水行政局

城 山 出 張 所 23 － 0001
粟 生 連 絡 所 22 － 0351
五 郷 出 張 所 22 － 0254
安 諦 出 張 所 26 － 0001
水 道 課 52 − 5356
ＡＬＥＣ（ ア レッ ク ） 52 − 4730

環 境 セ ン タ ー 52 − 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 − 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 − 4882
有 田 聖 苑 52 − 3055
子 育 て 支 援 センター { 52 − 5474

090-7966-1697
有田川町 少 年 センター 52 − 8744

相 

談

◆
◆
◆

1
月
の
行
政
相
談

●
1
月
20
日
（
水
）

・
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

13
時
30
分
～
16
時

問
総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

空
き
家
な
ん
で
も
相
談
会

相
続
や
処
分
、
管
理
方
法
な
ど
の
無
料
相
談

「
売
り
た
い
」「
活
用
し
た
い
」「
ど
う

や
っ
て
管
理
し
よ
う
」
な
ど
、
空
き
家
に

関
す
る
〝
な
ん
で
も
相
談
会
〟
を
行
政
職

員
と
専
門
家
が
無
料
で
行
い
ま
す
。

●
日
時
／
1
月
12
日
（
火
）
13
時
30
分
～

16
時

●
場
所
／
有
田
振
興
局
（
湯
浅
町
湯
浅

2
3
5
5
‐
1
）

●
申
し
込
み

・
締
切
日
／
1
月
11
日
（
月
）

・
方
法
／
①
氏
名 

②
連
絡
先 

③
相
談
内

容
―
―
を
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
窓
口
の

い
ず
れ
か
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
登
記
事
項
証
明
書
や
戸
籍
関
係
な
ど
、

持
参
で
き
る
資
料
が
あ
れ
ば
相
談
が
ス

ム
ー
ズ
で
す
。

問
有
田
振
興
局
建
設
部
建
築
グ
ル
ー
プ　

☎
６
４
‐
１
２
９
９　

フ
ァ
ク
ス
６
４

‐
１
２
６
８

催 

し

◆
◆
◆

第
10
回
有
田
就
職
フ
ェ
ア

（
就
職
合
同
面
談
会
）
開
催

●
日
時
／
1
月
19
日
（
火
）
13
時
30
分
～

15
時
30
分

●
場
所
／
有
田
市
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室
（
有
田
市
箕
島
27
）

紀
州
有
田
商
工
会
議
所
で
は
、
有
田
地

方
で
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
の
た
め
に

「
第
10
回 

有
田
就
職
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し

ま
す
。
有
田
郡
市
内
の
企
業
約
30
社
が
参

加
し
て
の
面
談
会
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
浅

に
よ
る
就
職
相
談
を
行
い
ま
す
。
求
職
者

や
来
春
卒
業
予
定
の
学
生
で
、
有
田
地
方

に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い（
参
加
無
料
・
申
し
込
み
不
要
）。

ま
た
、
面
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
履
歴

書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
紀
州
有
田
商
工
会
議
所
（
有
田
市
箕
島

33
‐
1
）　

☎
８
３
‐
４
７
７
７

　
　
国
民
年
金

◆
◆
◆

20
歳
に
な
る
あ
な
た
に

国
民
年
金
は
老
後
の
暮
ら
し
を
は
じ

め
、
事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
と
き
や

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、

み
ん
な
で
暮
ら
し
を
支
え
合
う
と
い
う
考

え
方
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。
20
歳
以

｝

上
60
歳
未
満
の
日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

20
歳
に
な
れ
ば
、
一
部
の
方
（
※
）
を

除
き
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
た
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
、
毎
月
保
険
料

を
納
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
収
入
が

な
い
な
ど
、
今
す
ぐ
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
難
し
い
と
き
は
、
納
付
免
除
・
猶
予

制
度
や
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま

す
。

（
※
）
厚
生
年
金
保
険
加
入
者
や
共
済
組

合
加
入
者
、
前
記
の
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者

問
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

献 

血

◆
◆
◆

1
月
の
献
血

●
1
月
9
日
（
土
）

・
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
オ
ー
ク
ワ
有
田
川

店　

10
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時
30
分

●
1
月
25
日
（
月
）

・
和
歌
山
ア
イ
コ
ム
（
株
）　

10
時
～
12

時
、
13
時
～
14
時
30
分

・
J
A
あ
り
だ
金
屋
支
所　

15
時
30
分

～
16
時
30
分

問
健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

お知らせお知らせ
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償
却
資
産
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
を
経
営
し

て
い
る
方
、
ア
パ
ー
ト
や
駐
車
場
な
ど
を

貸
し
付
け
て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
所
有
す
る
構
築
物
・
機
械
・
備
品
な

ど
の
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
自
動
車

を
除
く
）
を
「
償
却
資
産
」
と
い
い
ま
す
。

１
月
１
日
現
在
に
お
け
る
当
該
償
却
資

産
に
つ
い
て
は
、
１
月
31
日
ま
で
に
申
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
期
限
間
近
に

な
る
と
窓
口
が
混
み
あ
い
ま
す
。
早
め
に

（
１
月
中
旬
を
目
安
に
）
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
税
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

税
理
士
に
よ
る

地
区
相
談
会
場
の
ご
案
内

税
理
士
に
よ
る
確
定
申
告
書
の
書
き
方

な
ど
の
相
談
を
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

●
申
告
書
作
成
会
場
で
の
感
染
症
対
策
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

①
確
定
申
告
会
場
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、

会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
は
早
め
に

受
け
付
け
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

②
ご
来
場
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
し
ま
す
（
マ
ス
ク
を
着
用
さ
れ
て

い
な
い
場
合
、
入
場
を
お
断
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）。

③
咳せ
き

・
発
熱
な
ど
の
症
状
の
あ
る
方
や
体

調
の
す
ぐ
れ
な
い
方
は
、
入
場
を
お
断

り
し
ま
す
。

④
会
場
内
に
筆
記
用
具
は
用
意
し
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
計
算
器

具
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
５
３
５
１

税 

金

◆
◆
◆

固
定
資
産
税 

減
免
制
度

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
事
業
収
入
が
減
少
し
て
い
る
中
小

事
業
者
な
ど
に
対
し
て
、
令
和
3
年
度

（
2
0
2
1
年
度
）
分
の
固
定
資
産
税
を

減
免
し
ま
す
。

●
対
象
者
／
令
和
2
年
（
2
0
2
0
年
）

2
月
か
ら
同
年
10
月
の
う
ち
、
任
意
の

連
続
す
る
3
カ
月
間
の
事
業
収
入
が
、

前
年
の
同
時
期
と
比
較
し
て
30
％
以
上

減
少
し
て
い
る
中
小
事
業
者
等

※
中
小
事
業
者
等
と
は
（
大
企
業
の
子
会

社
な
ど
は
対
象
外
）

・
資
本
金
の
額
ま
た
は
出
資
金
の
額
が

1
億
円
以
下
の
法
人

・
資
本
ま
た
は
出
資
を
有
し
な
い
法
人
の

場
合
、
常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が

1
0
0
0
人
以
下
の
法
人

・
常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が
１
０
０
０

人
以
下
の
個
人

●
減
免
の
対
象
と
な
る
固
定
資
産
／
事
業

用
家
屋
お
よ
び
設
備
な
ど
の
償
却
資
産

※
土
地
・
住
宅
用
の
家
屋
は
対
象
外

●
減
免
の
額

・
事
業
収
入
が
30
％
以
上
50
％
未
満
減
少

し
て
い
る
方
／
2
分
の
1

・
事
業
収
入
が
50
％
以
上
減
少
し
て
い
る

方
／
全
額

●
申
告
時
期
／
1
月
4
日
（
月
）
～
2
月

1
日
（
月
）

●
提
出
書
類

①
特
例
申
告
書
（
認
定
経
営
革
新
等
支
援

機
関
な
ど
の
確
認
を
受
け
た
も
の
）

②
収
入
減
を
証
す
る
書
類
（
会
計
帳
簿
や

青
色
申
告
決
算
書
の
写
し
な
ど
）

③
特
例
対
象
家
屋
の
事
業
用
割
合
を
示
す

書
類（
青
色
申
告
決
算
書
の
写
し
な
ど
）

④
令
和
3
年
度
償
却
資
産
申
告
書
（
償
却

資
産
の
申
告
が
あ
る
場
合
の
み
）

⑤
不
動
産
賃
料
の
「
猶
予
」
に
よ
る
収
入

減
が
あ
る
場
合
に
は
猶
予
の
金
額
や
期

間
な
ど
を
確
認
で
き
る
書
類

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
中

小
企
業
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w
w
.chusho.m

eti.go.jp/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
税
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

家
屋
・
土
地
の

変
更
の
届
け
出
は
税
務
課
ま
で

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在

で
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

令
和
2
年
（
2
0
2
0
年
）
中
に
新
築
・

増
築
・
取
り
壊
し
の
あ
っ
た
家
屋
ま
た
は
用

途
の
変
更
が
あ
っ
た
土
地
（
田
畑
を
造
成
し

た
な
ど
）に
つ
い
て
は
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

2 月
開設時間8 9 15 16 17

月 火 月 火 水

有田市役所　３階 会議室 ● ●
9:30 ～ 16:00

（相談受付
　締切時間 15：30）

有田川町役場 吉備庁舎　４階 会議室 ● 9:30 ～ 15:00
（相談受付
　締切時間 14：30）

湯浅納税協会　３階 会議室 ●
有田川町役場 清水行政局　２階 大会議室 ●

※いずれの会場も 12 時から 13 時までは相談は行っておりません。
※ご来場の際には、前年分の控え、源泉徴収票（給与・年金収入のある場合）、所得控除に係

る各種証明書などの申告書の作成に必要な書類と筆記用具、印鑑などをお持ちください。
※各会場とも「土地・建物・株式等を売却された所得」「贈与税」「相続税」「山林所得」に関

する相談は行っておりません。これらに関する相談が必要な場合は、湯浅税務署までお越
しください。

開催場所
開催日時

お知らせお知らせ
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令
和
2
年
（
２
０
２
０
年
）
分

申
告
書
作
成
会
場

湯
浅
税
務
署
で
は
申
告
書
作
成
会
場
を

開
設
し
ま
す
。

会
場
に
お
越
し
の
際
は
、
前
項
目
「
税

理
士
に
よ
る
地
区
相
談
会
場
の
ご
案
内
」

に
記
載
の
感
染
症
対
策
の
内
容
を
確
認
の

上
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

●
開
設
期
間
／
2
月
16
日
（
火
）
～
3
月

15
日
（
月
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

※
2
月
15
日
（
月
）
以
前
は
開
設
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
作
成
済
み
の
申
告
書
の
受
け

付
け
や
用
紙
の
交
付
は
行
って
い
ま
す
。

※
ま
た
、開
設
日
初
日
（
2
月
16
日
（
火
））

や
確
定
申
告
期
限
（
3
月
15
日
（
月
））

間
際
は
、
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

●
相
談
受
付
時
間
／
16
時
ま
で

※
混
雑
状
況
に
よ
り
16
時
以
前
に
相
談
受

け
付
け
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
な
る
べ
く
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※
作
成
済
み
の
申
告
書
の
受
け
付
け
や
用

紙
の
交
付
は
17
時
ま
で
行
っ
て
い
ま

す
。

※
会
場
へ
の
入
場
に
は
「
入
場
整
理
券
」

が
必
要
で
す
。

問
湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
５
３
５
１

確
定
申
告
書
は
ス
マ
ホ
で
完
結

確
定
申
告
書
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
作

成
で
き
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
作
成

す
る
5
つ
の
メ
リ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
案
内
に
従
い

金
額
を
入
力
す
る
だ
け
で
、
申
告
書
が

作
成
可
能
。
作
成
し
た
申
告
書
は
自
宅

か
ら
送
信
で
き
ま
す
。

②
ス
マ
ホ
専
用
画
面
で
見
や
す
く
操
作
が

簡
単
。
添
付
書
類
と
本
人
確
認
書
類
の

提
出
省
略
が
可
能
で
す
。

③
申
告
会
場
に
行
く
時
間
も
会
場
で
の
待

ち
時
間
も
不
要
。
自
宅
で
ゆ
っ
く
り
申

告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

④
申
告
済
み
デ
ー
タ
は
ス
マ
ホ
に
保
存
で

き
、
い
つ
で
も
申
告
情
報
を
確
認
で
き

ま
す
。

⑤
確
定
申
告
期
に
は
24
時
間
い
つ
で
も
利

用
可
能
で
す
。

問
湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
５
３
５
１

水 

道

◆
◆
◆

水
道
の
宅
内
等
漏
水
に
注
意

冬
に
長
期
で
家
を
空
け
る
場
合
な
ど

で
、
水
道
管
凍
結
に
よ
る
漏
水
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
蛇
口
の
閉
め
忘
れ

な
ど
で
水
道
料
金
が
過
大
に
な
る
場
合
が

あ
る
の
で
、
水
道
を
使
う
際
は
閉
め
忘
れ

が
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
宅
内
等
漏
水
と
は

水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
家
側
（
内
側
）
で

水
道
管
が
破
裂
す
る
な
ど
し
て
水
が
漏
れ

て
い
る
状
態
の
こ
と
で
す
。
こ
の
場
合
の

水
道
料
金
（
下
水
道
使
用
料
な
ど
含
む
）

は
、
原
則
と
し
て
水
道
使
用
者
様
に
全
額

お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

※
漏
水
に
係
る
水
道
料
金
の
減
免
に
関
す

る
取
り
扱
い
要
領
に
該
当
す
れ
ば
減
免

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
該
当
し
て
も
全

額
免
除
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

●
漏
水
の
予
防

長
期
に
家
を
空
け
る
時
な
ど
で
漏
水
を

予
防
す
る
場
合
、
水
道
の
元
栓
を
閉
め
て

水
抜
き
を
す
る
か
、
水
道
中
止
届
を
提
出

（
手
数
料
無
料
）
し
て
く
だ
さ
い
。

※
中
止
届
提
出
後
、
再
開
す
る
際
に
は

「
開
始
届
」
と
開
始
手
数
料
と
し
て

１
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

●
冬
場
の
水
道
管
凍
結
か
ら
漏
水
を
予
防

す
る
場
合

①
蛇
口
を
わ
ず
か
に
開
き
、
少
し
ず
つ
水

を
出
し
て
お
く
。

②
水
道
管
や
蛇
口
の
部
分
に
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
な
ど
の
保
温
筒
や
布
を
巻
き
保

温
す
る
。そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
、

水
を
遮
断
す
る
材
質
の
も
の
で
覆
う
と

効
果
的
で
す
。

③
水
道
管
の
水
抜
き
を
す
る
。
ま
ず
元
栓

を
閉
め
て
、
蛇
口
（
一
番
低
い
と
こ
ろ

に
あ
る
蛇
口
）
を
開
け
て
水
道
管
の
中

の
水
を
抜
い
て
く
だ
さ
い

※
元
栓
を
開
け
る
際
は
、
必
ず
す
べ
て
の

蛇
口
が
閉
ま
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
て

か
ら
、
元
栓
を
開
け
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

●
水
道
管
が
凍
結
し
た
ら

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
て
「
ぬ
る
ま
湯
」
を

ゆ
っ
く
り
水
道
管
や
蛇
口
に
か
け
て
く
だ

さ
い
。

※
直
接
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管
な
ど

を
破
損
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
漏
水
を
自
分
で
調
べ
る
方
法

①
宅
内
の
蛇
口
を
す
べ
て
閉
め
る
。

②
敷
地
内
の
地
中
に
あ
る
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
（
長
方
形
の
箱
）
の
扉
を
開
け
る
。

③
ボ
ッ
ク
ス
内
の
メ
ー
タ
ー
の
丸
い
ふ
た

を
開
け
て
、
そ
の
中
に
銀
色
の
八
角
形

に
羽
が
3
つ
付
い
た
も
の
（
パ
イ
ロ
ッ

ト
）
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
が
止
ま
っ
て

い
る
か
ど
う
か
注
意
深
く
見
る
。
動
い

て
い
た
ら
漏
水
の
可
能
性
が
高
い
。

●
漏
水
の
可
能
性
が
あ
る
、
ま
た
は
漏
水

を
発
見
し
た
場
合

ま
ず
水
道
の
元
栓
を
閉
め
て
、
破
損
部
分

が
分
か
れ
ば
テ
ー
プ
や
布
な
ど
を
巻
き
付
け

て
応
急
処
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ま
ま

「
有
田
川
町
指
定
給
水
装
置
工
事
業
者
」
に

修
理
の
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。
修
理
費
用

は
水
道
使
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
水
道
課

お知らせお知らせ
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募 

集

◆
◆
◆

町
内
小
中
学
校
支
援
員
の
募
集

町
内
の
小
中
学
校
で
、
児
童
・
生
徒
の

学
習
指
導
補
助
な
ど
を
行
う
学
校
支
援
員

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
指
導
や
支
援
に

あ
た
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

勤
務
内
容
や
雇
用
条
件
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
任
用
年
度
／
令
和
3
年
度
（
2
0
2
1

年
度
）

●
応
募
方
法
／
有
田
川
町
会
計
年
度
任
用

職
員
登
録
申
請
書
ま
た
は
履
歴
書
（
1

部
）
を
こ
ど
も
教
育
課
ま
で
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

●
待
遇
／
時
給
8
9
7
円
～
（
交
通
費

別
途
支
給
）

問
こ
ど
も
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

令
和
3
年
度
（
２
０
２
１
年
度
）

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

国
有
林
の
事
業
運
営
な
ど
に
つ
い
て
、

国
民
の
皆
さ
ま
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
聞
き
し
て
国

有
林
野
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
モ
ニ
タ
ー
期
間
／
4
月
1
日
（
木
）
～
令

和
4
年
（
2
0
2
2
年
）
3
月
31
日
（
木
）

●
対
象
者
／
和
歌
山
県
内
に
お
住
ま
い

で
、
森
林
・
林
業
お
よ
び
国
有
林
に
関

心
の
あ
る
成
人
の
方

※
た
だ
し
国
会
お
よ
び
地
方
議
会
の
議
員
、

地
方
公
共
団
体
の
長
、
常
勤
の
国
家
公

務
員
、
平
成
30
年
度
（
2
0
1
8
年

度
）
か
ら
令
和
2
年
度
（
2
0
2
0
年

度
）
ま
で
3
年
間
連
続
し
て
国
有
林
モ

ニ
タ
ー
を
務
め
ら
れ
た
方
は
除
き
ま
す
。

●
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
応
募
締
切
日
／
2
月
1

日
（
月
）

●
そ
の
他
／
募
集
の
詳
細
は
、
近
畿
中
国

森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
近
畿
中
国
森
林
管
理
局 

総
務
企
画
部

企
画
調
整
課 

林
政
推
進
係　

☎
０
６

‐
６
８
８
１
‐
３
４
０
６

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
目 

自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
各
試
験
日
前
日
ま
で

・
試
験
日
／
1
月
16
日
（
土
）、
2
月
13

日
（
土
）、
3
月
7
日
（
日
）
の
う
ち

い
ず
れ
か
1
日

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部 

有
田
募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町

1
0
6
‐
2
）　

☎
８
２
‐
６
６
３
１

　
E-m
ail  w

akayam
a.pco-arita@

rct.gsdf.m
od.go.jp

令
和
3
年
度　

県
農
林
大
学
校

農
学
部
学
生
募
集

県
の
農
業
に
活
力
を
与
え
、
地
域
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成

す
る
農
林
大
学
校
で
は
令
和
3
年
度

（
2
0
2
1
年
度
）
の
農
学
部
の
入
学
試

験
を
行
い
ま
す
。

●
試
験
／
一
般
入
学
試
験
（
後
期
）

●
募
集
人
員

・
園
芸
学
科
／
30
人

・
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
／
10
人

●
修
業
期
間
／
2
年

●
受
験
資
格
／
高
等
学
校
を
卒
業
、
ま
た

は
令
和
3
年
（
2
0
2
1
年
）
3
月

ま
で
に
高
等
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
方

●
出
願
期
間
／
2
月
10
日
（
水
）
～
2
月

18
日
（
木
）

●
試
験
日
／
3
月
3
日
（
水
）

●
試
験
場
所
／
県
農
林
大
学
校 

農
学
部

●
そ
の
他
／
募
集
要
項
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

（https://w
w
w
.pref.w

akayam
a.

lg.jp/prefg/nourindaigaku/index.
htm
l

）。

問

和
歌
山
県
農
林
大
学
校
（
伊
都
郡

か
つ
ら
ぎ
町
中
飯
降
４
２
２
）　

☎

０
７
３
６
‐
２
２
‐
２
２
０
３

お知らせお知らせ
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案 

内

◆
◆
◆

「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を

作
成
し
ま
す

有
田
川
町
と
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

と
の
官
民
共
同
に
よ
り
、「
有
田
川
町
暮

ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
令
和
3
年
度

版
）」
を
令
和
3
年
度
（
2
0
2
1
年
度
）

中
に
発
行
し
ま
す
。

現
在
、皆
さ
ま
に
お
配
り
し
て
い
る「
暮

ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
、
平
成
27
年

（
2
0
1
5
年
）
12
月
に
発
行
し
た
も
の

で
す
。
今
回
は
内
容
を
最
新
の
も
の
に
更

新
し
、
町
内
公
共
施
設
で
の
各
種
手
続
き

の
案
内
や
防
災
な
ど
の
情
報
、
医
療
機
関

や
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
、
来
年

度
中
に
町
内
全
世
帯
に
配
布
す
る
ほ
か
、

転
入
世
帯
に
も
配
布
予
定
で
す
。

な
お
、
こ
の
冊
子
は
掲
載
さ
れ
る
広
告

料
で
作
成
費
用
を
ま
か
な
う
の
で
、
公
費

の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
企
画
調
整
課
（
吉
備
庁
舎
）

（
仮
称
）DREAM

 W
ind 

和
歌
山
有
田
川
・
日
高
川

環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
縦
覧

・
住
民
説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ

環
境
影
響
評
価
法
に
基
づ
き
、（
仮
称
）

Dド
リ

ー

ム

R
E
A
M 

Wウ

イ

ン

ド

i
n
d
和
歌
山
有
田
川
・

日
高
川
風
力
発
電
事
業
の
環
境
影
響
評
価

方
法
書
縦
覧
な
ら
び
に
住
民
説
明
会
を
開

催
し
、
ご
意
見
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
事
業
者
／
大
和
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会

社
・
電
源
開
発
株
式
会
社

※
計
画
段
階
環
境
配
慮
書
時
点
で
計
画
地

が
重
複
し
て
い
た
大
和
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱

電
源
開
発
㈱
と
の
協
議
の
上
、
今
後
は

本
計
画
を
2
社
共
同
事
業
で
進
め
ま

す
。

●
計
画
地
／
有
田
川
町
（
金
屋
地
域
・
清

水
地
域
の
一
部
）お
よ
び
日
高
川
町（
美

山
地
域
）
に
ま
た
が
る
白
馬
山
脈

●
風
力
発
電
出
力
／
最
大
3
万
5
0
7
0

㎾（
3
2
0
0
㎾
級
風
車
を
最
大
11
基
）

●
縦
覧
場
所
／
吉
備
庁
舎
・
金
屋
庁
舎
・

清
水
行
政
局
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
A
L
E
C
）

※
縦
覧
時
間
は
役
場
・
施
設
開
庁
（
開
所
）

日
時
に
伴
う

※
電
子
縦
覧
はhttps://w

w
w
.daiw

a-
energy.com

/

●
縦
覧
期
間
／
1
月
29
日
（
金
）
～
3
月

1
日
（
月
）

●
住
民
説
明
会
／
2
月
19
日
（
金
）
18
時

30
分
～
20
時
30
分　

金
屋
文
化
保
健
セ

ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

●
意
見
書
／
環
境
影
響
評
価
方
法
書
に
つ

い
て
、
環
境
保
全
の
見
地
か
ら
の
ご
意

見
を
お
持
ち
の
方
は
、
縦
覧
場
所
に
備

え
付
け
の
意
見
書
に
氏
名
・
住
所
・
ご

意
見
を
ご
記
入
の
上
、
意
見
書
箱
に
ご

投と
う

函か
ん

い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
（
3
月
15
日

（
月
）
の
当
日
消
印
有
効
）。

●
そ
の
他
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

状
況
に
よ
り
、
縦
覧
・
説
明
会
の
日
程

が
変
更
に
な
る
場
合
、
日
刊
紙
な
ど
で

改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問

大
和
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社 

電
力

事
業
部 

風
力
事
業
開
発
グ
ル
ー
プ

（
〒
５
４
５
‐
６
０
３
３ 

大
阪
府
大
阪

市
阿
倍
野
区
阿
倍
野
筋
１
‐
１
‐
43　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
33
階
）　

☎
０
６
‐

４
７
０
３
‐
３
２
０
８
（
平
日
9
時
〜

17
時
）

下に向けた右手の指先を
さっと上に上げる。
※「熱い・冷たい」の手話の
　動きは同じです。

手話にチャレンジ！
「熱い・冷たい」

第19回

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって
　異なるため、　ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

このコーナーでは、
日常生活で使う手話を
紹介します。

お知らせお知らせ
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湯
浅
御
坊
道
路　

有
田
南
IC
入
口
・

湯
浅
IC
入
口
昼
間
閉
鎖
の
お
知
ら
せ

湯
浅
御
坊
道
路
4
車
線
化
拡
幅
工
事
の

た
め
、有
田
南
IC
入
口
（
白
浜
方
面
行
き
）

と
湯
浅
IC
入
口
（
大
阪
方
面
行
き
）
が
昼

間
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。

閉
鎖
中
に
白
浜
方
面
へ
お
越
し
の
方

は
、
国
道
42
号
を
ご
利
用
の
上
、
広
川
IC

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
有
田
南
IC
昼
間
閉
鎖
日
時
／
次
の
日
程

の
う
ち
、
土
日
を
除
く
9
時
か
ら
17
時

ま
で

・
2
月
1
日
（
月
）
～
2
月
4
日
（
木
）

・
2
月
15
日（
月
）～
2
月
23
日（
火
・
祝
）

・
3
月
8
日
（
月
）、
9
日
（
火
）

※
荒
天
に
よ
り
順
延
と
な
っ
た
場
合
は
、

最
長
3
月
11
日
（
木
）
17
時
ま
で
期
間

を
延
長
し
ま
す
。

●
湯
浅
IC
昼
間
閉
鎖
日
時
／
次
の
日
程
の

う
ち
、
土
日
を
除
く
9
時
か
ら
17
時
ま

で
・
2
月
8
日
（
月
）
～
2
月
10
日
（
水
）

・
3
月
12
日
（
金
）
～
3
月
25
日
（
木
）

※
荒
天
に
よ
り
順
延
と
な
っ
た
場
合
は
、

最
長
3
月
29
日
（
月
）
17
時
ま
で
期
間

を
延
長
し
ま
す
。

問
西
日
本
高
速
道
路
（
株
）
関
西
支
社 

和
歌
山
工
事
事
務
所　

☎
０
７
３
‐

４
７
４
‐
７
８
１
０

お知らせお知らせ

有田川町
公式 SNS

有田川町の最新情報や魅力を SNS（ソーシャ
ル・ネットワーキング・サービス）で発信して
います。

Twitter
有田川町役場
@join_hajimail

Facebook
有田川町役場
@AridagawaTown

Instagram

有田川町
@aridagawa_official

|| 広報ありだがわがアプリで読める！

広報ありだがわと町議会広報かわらばんをア
プリ「マチイロ」でご覧いただけます。

App Store または Google Play からインストー
ルしてご利用ください。利用料は無料。発行日
にはプッシュ通知でお知らせします。

編集後記
　あっという間に令和3年ですね。あけましておめでとうございます！
今年もよろしくお願いします。
　12 月に入って、雪がちらほら。今年の冬は全体的に寒いんでしょ
うか。清水地域の山の上は積もっているようですし、皆さま温かくし
てお過ごしくださいね。わたしは全身を毛布にくるまれているかのよ
うな状態で過ごしています。
　さて、令和 2年中はイベントも少なく、どの媒体を見ても楽しい話
題が少なかったかもしれません。これからどうなっていくのかは分か
りませんが、広報ありだがわは少しでも明るい・楽しい紙面にしてい
きたいものです…。ひとまず 1月には成人式があるので、これからの
町を背負っていく新成人の姿をできる限りお届けできればと考えてい
ます。まずは無事、予定通りに開催されることを祈って。

（成人式は毎年 “全集中 ” で挑みます　広報担当）
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月 火 水 木 金 土 日
1 元日 2 3

4
□第 6 期国民健康保険

税納期限【税務課】
□第 6 期後期高齢

者医療保険料普
通徴収納期限【住
民課】

□第 6 期介護保険
料普通徴収納期
限【長寿支援課】

5
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

6
□健康相談

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

7
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

8
□消費生活相談

（金屋庁舎）
【商工観光課】

9
□辻本好美
　新春コンサート

＆茶会
（金屋文化保健センター）
【社会教育課】

□献血
（スーパーセンター
オークワ有田川店）

【健康推進課】

10
□有田川町消防団

出初式
（明恵の里スポーツ公園）
【消防本部】

□令和 3 年
　有田川町成人式

（吉備中学校体育館）
【社会教育課】

11 成人の日
□参加型脱出ゲー

ムイベント「と
ある図書館から
の脱出」

（金屋図書館）
【金屋図書館】

12
□おひざでだっこ

のおはなし会
（金屋図書館）
【金屋図書館】

13
□ 3 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□集団健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会初心者クラス
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

14 15
□手話講習会
　ステップアップ・

こどもクラス
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□消費生活相談
（金屋庁舎）
【商工観光課】

16 17

18 19 20
□ 1 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□行政相談所
（きび保健福祉センター )
【総務課】

21 22
□消費生活相談

（金屋庁舎）
【商工観光課】

23 24

25
□水道・下水道
　料金納期限

【水道課・下水道課】
□献血

（和歌山アイコム
（株）・JA ありだ
金屋支所）

【健康推進課】

26
□ 4 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

27
□ 2 歳児健診

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

□手話講習会初心者クラス
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

28 29
□手話講習会
　ステップアップ・

こどもクラス
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□消費生活相談
（金屋庁舎）
【商工観光課】

30 31
□ありだのへそ寄

席・笑っ亭
（金屋文化保健センター）
【社会教育課】

□集団健診
（きびドーム）
【健康推進課】

2/1 2 3
□健康相談

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会初心者クラス
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

4
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

5
□手話講習会
　ステップアップ・

こどもクラス
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□消費生活相談
（清水行政局）
【商工観光課】

6 7
□第 4 期固定資産税納期限【税務課】
□第 4 期町県民税（普通徴収）納期

限【税務課】
□第 7 期国民健康保険税納期限【税務課】
□第 7 期後期高齢者医療保険料普通

徴収納期限【住民課】
□第 7 期介護保険料普通徴収納期限

【長寿支援課】

1月のありだがわ
各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、

【　】内の担当までお問い合わせください。
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世
武
士
団
の
実
態
を
示
す
典
型
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
拠
点
で
あ
る
城
館
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
調
査
さ
れ
て
お

ら
ず
、
そ
の
実
態
は
不
明
で
し
た
。
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平

成
28
年
度
（
２
０
１
６
年
度
）
か
ら
有
田
市
・
湯
浅
町
と
連
携

協
力
し
な
が
ら
湯
浅
党
と
関
連
が
想
定
さ
れ
る
城
館
に
つ
い
て

実
態
解
明
に
向
け
た
調
査
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
11
月
20
日
、
国
の
文
化
審
議
会

は
「
湯
浅
党
」
が
地
域
支
配
の
拠
点
と
し
た
城
館
の
中
で
、
湯

浅
城
跡
（
湯
浅
町
青
木
・
山
田
、
有
田
川
町
熊
井
）
と
藤
並
館
跡

（
有
田
川
町
下
津
野
）
を
「
湯
浅
党
城
館
跡
」
と
し
て
新
た
に
国

の
史
跡
に
指
定
す
る
よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
町
内
に
お
け
る
国
指
定
史
跡
は
、
明
恵
紀
州
遺

跡
率そ

都と

婆ば

に
次
い
で
２
件
目
と
な
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

「
湯ゆ

浅あ
さ

党と
う

城じ
ょ
う

館か
ん

跡あ
と

　
湯ゆ

浅あ
さ

城じ
ょ
う

跡あ
と

・
藤ふ

じ

並な
み

館や
か
た

跡あ
と

」
が

新
た
に
国
指
定
の
史
跡
に
　
そ
の
1

番
外
編
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●

ホ
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ム
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ー
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湯
浅
党
と
は

「
湯
浅
党
」
と
い
う
武
士
団
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
湯
浅
党

と
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け

て
の
紀き

伊い

国
で
、
非
常
に
大
き
な
勢
力
を
誇
っ

た
湯
浅
氏
を
中
核
と
す
る
武
士
団
の
総
称
で

す
。
そ
の
勢
力
は
、
本
拠
の
有
田
郡
を
中
心
に

紀
北
の
紀
の
川
流
域
か
ら
紀
南
地
方
の
一
部
に

及
ん
で
い
ま
し
た
。
湯
浅
党
は
主
に
「
一い
ち

門も
ん

」

と
呼
ば
れ
た
血
縁
関
係
の
あ
る
同
族
と
、
婚
姻

や
養
子
関
係
に
よ
っ
て
結
び
つ
い
た
「
他た

門も
ん

」

と
呼
ば
れ
る
在
地
領
主
ら
で
構
成
さ
れ
、
一
門

と
他
門
が
連
合
し
て
武
士
団
を
組
織
し
て
い
ま

し
た
。
湯
浅
一
族
出
身
の
「
明
み
ょ
う

恵え

上し
ょ
う

人に
ん

」
も
湯

浅
党
と
非
常
に
関
わ
り
の
深
い
人
物
で
す
。

湯
浅
党
は
、
全
国
的
に
見
て
も
非
常
に
豊
富

な
文
献
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中

湯浅党の本拠を望む（南西から）
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